
東広島市教育委員会定例会（令和８年５月） 

 

１ 日時 令和８年５月２８日（木）午後３時から 

 

２ 場所 東広島市役所北館２階 ２０１会議室 

 

３ 議題 

(1) 議案事項 

議案第１１号 令和８年第２回東広島市議会定例会提出議案に対する意見の申出について １ 

 

(2) 報告事項 

報告第２０号 令和７年度東広島市繰越明許費繰越計算書（教育委員会関係分）について １ 

報告第２１号 第６次学校教育レベルアッププラン 令和８年度の取組について ----  ２ 

報告第２２号 公益社団法人東広島市教育文化振興事業団の経営状況について （別添資料） 

報告第２３号 東広島市スポーツ推進計画の策定について ------------------------  ４ 

 

(3) その他 

ア 次回教育委員会定例会等の日程について 

 

 



東広島市教育委員会定例会 

令和８年５月 

（２）報告事項 

報告第２０号 令和７年度東広島市繰越明許費繰越計算書（教育委員会関係分）について 

（学校教育部・生涯学習部） 

 

報告第２１号 第６次学校教育レベルアッププラン 令和８年度の取組について（指導課） 

 

報告第２２号 公益社団法人東広島市教育文化振興事業団の経営状況について（生涯学習課） 

 

報告第２３号 東広島市スポーツ推進計画の策定について（スポーツ振興課） 

  



報告第２０号

令和７年度東広島市繰越明許費繰越計算書（教育委員会関係分）について

（単位：円）

2 小学校費
小学校施設整
備事業

学校施設の長寿命化を図るため、川
上小学校長寿命化改良及び増築工
事、板城西小学校及び下黒瀬小学校
の長寿命化改良設計業務を行う。

工事工程の調整や配置平面計画の検
討に不測の時間を要し、年度内の工
事及び業務完了が困難となったた
め。川上小学校の一部工事費につい
て、国の補正予算に対応するため。

79,754,000

3 中学校費
中学校施設整
備事業

学校の施設環境の改善を図るため、
松賀中学校増築及び改修設計、八本
松中学校屋内運動場長寿命化改良及
び増築設計を行う。

配置平面計画の検討や他事業との調
整に不測の時間を要し、年度内の業
務完了が困難となったため。

27,300,000

生涯学習施設
管理運営事業

施設の長寿命化を図るため、黒瀬生
涯学習センター長寿命化改修工事を
行う。

入札不調となったことに伴い、年度
内工期が確保できないため。

155,000,000

図書館管理運
営事業

高屋情報ラウンジの土地を購入す
る。

買収面積の確定に係る関係機関との
調整に不測の日数を要したことによ
り、年度内完了が困難となったた
め。

18,400,000

文化財施設等
整備事業

（仮称）新文化財センター改修修正
設計を行う。

（仮称）新文化財センター改修修正
設計業務について、入札不調に伴い
年度内工期が確保できないため。

6,000,000

286,454,000

事業概要 繰越理由 翌年度繰越額

10 教育費

計

5 社会教育費

款 項 事業名
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令和８年４月

東広島市教育委員会
（令和６年３月策定）

本プランは、今後の教育の方向性を示す羅針盤として作成したものです。
本プランは、毎年評価・検証し、修正を行います。

第６次学校教育レベルアッププラン
The 6th Level Up Plan for school education 令和６年度 令和１０年度

主体的に判断し行動する自律性に加え、夢や高い志をもち、自分の

個性や能力を生かしながら新たな課題や可能性に向けて果敢に挑戦す

ることができる。

他者に対して自分の考えを根拠をもとに明確に説明しながら、対話

や議論を通じて相手の考えを理解したり自分の考えを広げ深めたりし、

社会の創り手として多様な人々と協働することができる。

社会の中で自ら問いを立て、解決方法を探索して計画を実行し、問

題解決に導き、さらに新たな問題の発見・解決につなげるなど、主体

的に新たな価値を創造することができる。

本プランは、「第３期東広島市教育振興基本計画」（令和６年２月）の施策を具体化し、計

画的に展開するために策定したものです。教育のICT化の進展、教員の年齢構成の変化、共生

社会の実現に向けた要請など、教育を取り巻く環境は大きく変化し、子供たちの資質・能力を

高めるのはもちろんのこと、教職員、学校も変化を恐れずに挑戦する姿勢が求められています。

これまでの東広島教育の伝統、大学をはじめとした外部リソースの活用など、本市の特長を

生かした教育を積極的に推進し、子供、教職員、保護者、学校、地域、そして教育委員会が、

共通の目標に向かって挑戦し、更に高みを目指す新しい東広島教育を創造していきます。

教育のICT化の進展など、学校の教育環境、求められる学びの在り方

は変化しています。そろえる教育から、好奇心、自主性を大切にし、持

続可能な社会の創り手として必要な、挑戦する心を引き出す教育への転

換を図るため、その実現と環境づくりのための事業を展開します。

教職員一人一人が働きがいを感じながら、資質・能力の向上を図るた

めに、自己研鑽に励むことが求められます。研修履歴を活用し、研修内

容が学校で実践されるための仕組みづくりを行い、教職員の挑戦を支え

るとともに、働き方改革を推進する事業を展開します。

特別な支援が必要な子供や外国につながる子供など、教室の子供たち

は多様です。誰一人取り残されず、一人一人の多様な個性・能力を伸ば

すために、地域と協働し、地域とともにある学校づくりに向けた事業を

展開します。

全ての子供の可能性を引き出し 地域と協働する学校

学校が
変わる

探究心をもち 子供とともに 学び続ける教職員

教職員が
変わる

新しい時代に対応し  学び続ける子供

学びが
変わる

「夢と志」をもち 、

未来に向かって果敢に挑戦する子供

目指す子供の姿

hallenge
今、子供たちの未来のために、

新しい教育、新しい学校づくりが求められています。

地域と協働し、地域とともにある温かな学校において、

子供たちは、学び続ける教職員と共に、誰一人取り残されることなく、

確かな資質・能力を培い、未来に自信をもって羽ばたいていく。

そんな新しい東広島教育の夢と志を詰め込んだプランです。

プランの概要

育成を目指す資質・能力 ～ 子供も 教職員も 学校も ～

プラン策定の３つの視点

Create

Challenge

Collaborate

協  働

創  造

挑  戦

令和８年度版
報告第２１号
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「夢と志」をもち、

未来に向かって果敢に挑戦する子供

目指す子供の姿

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度

主な成果指標・目標値

児童生徒
新しい時代に対応し
学び続ける子供

探究心をもち 子供とともに
学び続ける教職員

全ての子供の可能性を引き出し
地域と協働する学校

外国語教育の推進

学びのＤＸの推進

特色ある学校づくりの充実

１人１台端末利活用の促進

小中一貫・小規模校の教育の充実

トライアングルプランの推進

個別最適な学びと協働的な学びの
一体的な充実

幼保小連携・接続の充実

健康増進・体力つくりの推進

外国につながる児童生徒への取組の充実

    不登校等児童生徒の学びの場や
    居場所づくりの充実

コミュニティ・スクールの推進

部活動の地域展開

特別支援教育体制の構築

生徒指導の充実

市主催研修（管理職・全教職員）の 充実

働き方改革の更なる推進

校内研修等の充実

若手教員の育成

中堅教員の育成

３つの視点と主な取組 スケジュール

第６次学校教育レベルアッププラン
The 6th Level Up Plan for school education 令和６年度  令和１０年度

学校図書館教育の推進

PBL、単元内自由進度学習等の
多彩な学びへの支援・普及

ALT・１人１台端末の
有効活用による言語活動の充実

推進モデル地域の指定と先行実施

１人１台端末を活用した教育研究の推進
市教育研究会等への支援の充実

研修前後を含めた研修方法の改善

校内研修シェアリングの実施

スクールリーダー育成研修の継続

発達支持的生徒指導への転換に向けた支援

校務DXの推進、仕事と生活の両立ができる
職場環境の確保

各校特別支援教育体制構築への継続支援

SSRの増設と不登校等支援員の配置

拠点校での取組の充実

全校に
学校運営協議会設置

留学生による国際交流授業プラン活用促進

アスリートや専門性の高い指導者の積極活用

ラーニングルーム
追加設置

持続的・継続的な改善サイクル確立

学校図書館活用の促進

教育奨励事業の見直し

改善の成果を他の市教委主催研修に反映

ICT支援員（授業支援）の増員

拠点校での成果の
横展開

「一校一和文化学習」の継続

モデル事業の拡充 モデル事業の拡充

遠隔授業・交流の充実

項目
初期値

R５年度
現状値

R７年度
目標値

R10年度

「学校は働きがいがあります」

において肯定的に回答した教職員の

割合

小95.8％
中92.9％

小95.5％
中93.7％

小100％
中100％

「子供と向き合う時間が確保さ

れています」において肯定的に回

答した教職員の割合

小74.9％
中65.2％

小79.4％
中68.3％

小80％
中80％

教職員

ICTリーディングエリアの取組

健康実態に基づく改善方針の立案と普及

外国語活動指導協力者の拡充

ステップアップ研修の継続

小中学校への新聞配備の継続

初期指導の周辺地域への派遣継続

方向性

東広島版コミュニティ・スクールの確立

教職員研修の継続

予定

教職員研修の継続

ICT支援員の増員（国の配置基準到達）

新たな環境でのスポーツ
・文化芸術活動の実施

学校司書の増員

コミュニケーションベースの授業の日常化

実践交流の場の充実や
実践校の成果普及

日々の授業改善への支援

持続的・継続的な改善サイクル確立

AI英会話教材アプリの
実証実験

端末利活用日常化に向けた
研修内容・方法の改善、継続実施

日常的な学習履歴
活用を支援

支援環境整備と支援体制の拡充

各校の特色ある教育課程の継続実施と発信

各校の特色を生かした教育活動
に係る情報発信の強化

持続的・継続的な改善サイクル確立

項目
初期値

R５年度
現状値

R７年度
目標値

R10年度

「学校に行くのは楽しいです」
において肯定的に回答した児童生徒
の割合

小87.3％
中88.3％

小88.1％
中89.1％

小100％
中100％

「難しいことでも、あきらめな

いで挑戦しています」において肯

定的に回答した児童生徒の割合

ー
小89.4％
中88.7％

小90％
中90％

「授業では、自分で考え、自分

から取り組んでいます」において

肯定的に回答した児童生徒の割合

小87.0％
中86.1％

小86.2％
中87.3％

小90％
中90％

「授業では、相手の考えから自

分の考えを広げたり、協力して

取り組んだりしています」におい

て肯定的に回答した児童生徒の割合

小89.5％
中84.2％

小88.4％
中89.7％

小90％
中90％

「アイデアを出して解決方法を

考えたり、工夫して取り組んだ

りすることが好きです」において

肯定的に回答した児童生徒の割合

小86.7％
中85.0％

小84.5％
中84.2％

小90％
中90％

「将来の夢や目標をもっていま

す」において肯定的に回答した児童

生徒の割合

小84.0％
中72.9％

小85.5％
中78.6％

小100％
中100％

「授業で１人１台端末をどの程

度使っていますか」において「ほ

ぼ毎日」「週３回以上」と回答した

児童生徒の割合

小61.1％
中57.5％

小87.7％
中90.6％

小100％
中100％

不登校児童生徒のうち、学校内

外の機関等で相談・指導等を受

けている児童生徒の割合

小46.6％
 中56.5％

小61.4％
 中56.9％

小100％
 中100％
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振り返りを重視した
授業改善の促進 各学校における多彩な学びの展開

ラーニングルーム活用事例の集約と共有

情報モラル・AI活用の研究

モデル地域での
取組の普及

各校の取組の集約と共有

学校司書との連携の強化

教育推進指定校への伴走支援の強化

５年目研修のアップデート

インクルーシブ教育の視点を取り入れた
授業改善の促進

ニュースレターによる情報発信

不適切な指導根絶への取組

「一校一和文化学習」の
整理・集約

国際交流授業
実施校の拡大

児童会・生徒会の活性化

科学の芽育成講座の継続

自主研修サークルの
活性化

学習指導要領改訂に対応する取組

幼保小連携特設
講座の開催

体力実態に基づく改善方針の立案と普及

ジャンプアップ研修の実施

５年目研修の継続

特別活動の充実及び活性化への支援

校内委員会への訪問

対象者の拡大へ

（学校支援センターと連携）

各校における遠隔授業実施に向けた
支援体制の構築

学校における働き方に関する実態
調査と検証

※ＢＢベース：コミュニティ・スクール（学校運営協議会）での「熟議」を通じて、
学校と地域が協働してつくる「遊び(ASOBI)」・「学び(MANABI)」があり、子供
にとって「基地(BASE)」となる居場所（場所、時間、人とのつながりを含む）

全ての教員のPBL研修
（県特設講座）受講完了

要望に応じたICT支援員の柔軟な派遣

学習履歴活用の横展開

ICTの活用技能向上及び実践普及に係る研修の継続

ENGLISH Challenge Dayの継続

「こころの授業」小中全校実施

オンライン英会話の実施（ENGLISH Challenge Dayと連動）

研修履歴を活用した研修受講の奨励

母語支援の充実

リーフレットの作成
研修の継続と情報発信の強化

特色ある教育課程の
実践交流会の開催リーフレットの作成と教育活動発信

「ＢＢベース※」の考え方に基づく
ＣＳ挑戦応援事業（学習・不登校等支援）の実施

「学校における働き方改革取組方針」施行

（広島大学連携事業）

小規模校における
オンライン交流会の開催

学習指導要領改訂移行期間（～Ｒ１１）

コミュニティ・スクール
シンポジウムの開催

研修内容の実践化・共有化の
推進支援

校務等における生成AI利用の促進

小規模校における
遠隔授業の推進

生成AI活用ガイドラインの作成

E＋プロジェクトの実施

保育課と連携した
幼保小連携セミナーの実施

学力調査結果の
分析・活用の支援

学校経営を見通した計画的な受講者の選定

専門機関との連携促進

地域展開モデルの実証事業

医師会と連携した健康教育の推進

自主研修サークルの立ち上げ支援等の充実による
サードプレイスの創出

本市の教育課題解決に向けた研修の一層の充実

本市の強みを生かした取組の一層の充実

幼保小連携
リーフレットの作成

読書習慣の確立

生徒指導を基盤とした
授業づくりの推進

保健・福祉・医療等との
連携強化

ＣＳ挑戦応援事業
の継続実施

地域企業との
連携促進

国際教育の
推進

AI英会話アプリ活用の研究

運動の日常化に向けた授業づくり・取組の充実

ICTを一層活用した柔軟な学びの実現に向けた取組

※文部科学省「令和６年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸問題に関する調査」
（令和７年４月実施）に基づく

「一校一和文化学習」の
 情報発信

※

主要事業（赤：重点／黒：新規・拡充）
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報告第２３号 

東広島市スポーツ推進計画の策定について 

 

１ 策定の趣旨 

  本市における、スポーツ施策を総合的かつ体系的に推進するための基本計画である「東広島

市スポーツ推進計画」の計画期間が、令和８年度末で満了することから、次期「東広島市スポ

ーツ推進計画」を策定するもの。 

 

２ 計画の概要・策定方針 

 １）計画の位置づけ・策定方針 

   本計画は、「スポーツ基本法」第１０条の規定に基づき作成するものである。 

策定にあたっては、本市最上位計画である「第５次東広島市後期総合計画」をはじめ、他

部局の関係計画、並びに国・県の上位計画等との整合を図ることとする。 

 ２）計画期間 

   令和９年度から令和１８年度まで（１０年間）※社会情勢の変化により見直しを行う。 

 ３）策定体制 

   学識経験者、スポーツ団体の代表者、地域団体の代表者及び関係機関の関係者で構成する

「東広島市スポーツ推進審議会」において審議する。 

 

３ アンケートの結果概要 

 １）アンケート実施概要 

   東広島市スポーツ活動に関する市民アンケート調査 

調査期間 令和８年１月１５日～１月３０日 

調査対象 ア 市内居住者 16 歳以上の方から 1,000 人無作為抽出 

イ 市民ポータルサイト登録者 

回 答 数 ア 372 件（37.2％） 

イ 65 件 

 ※この他、東広島市スポーツ協会加盟団体、東広島市スポーツ推進委員協議会、広島県パラ

スポーツ協会、庁内関係課の聴き取り調査を行った。 
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 ２）アンケートの主な結果、意見等 

  ① 週１回以上スポーツをしている市民は約半数（週１回 30 分以上３か月以上継続） 

    →市民のスポーツ実施率は、現計画策定時（平成 28 年度：35.6％）から向上している。 

② 身近で低負担・短時間で取り組めるスポーツが人気 

  →スポーツをする時間は「１時間以内」が約 65 パーセントとなっている。 

   また、定期的に行っているスポーツ活動は、「ウオーキング・散歩」が最も多く、次い

で「体操」、「ジムでのトレーニング」と続いている。 

  ③ 健康維持を目的とした日常的なスポーツ需要が高まっている 

→スポーツを実施している目的は、「健康・体力つくり、介護予防のため」が約 73 パーセ

ントで最も多く、次いで「運動不足を感じるため」、「楽しみ・気晴らしとして」が続い

ている。 

④ スポーツ活動による Well-being 向上の実感 

    →運動やスポーツ活動は、「生活の質」や「幸福感」の向上に「貢献している」と回答し

た市民が約９割を占める。 

 

 

 

 

 

 

４ 策定スケジュール（予定）  

月 教育委員会定例会 議会(文教厚生委員会等) スポーツ推進審議会 

５月 ・策定について ・策定について  

６月 

・アンケート結果、骨子案、 

及び方向性について 

 ・審議会への諮問 

・アンケート結果、骨子案、

及び方向性について 

７月 
・計画素案・パブコメの実施

について 

・骨子案・方向性について  

８月  
・計画素案・パブコメの実施 

について 

・計画素案・パブコメの実施

について 

９月 ・パブリック コメント実施 

10 月 ・パブリック コメント内容精査→内容反映（１月まで） 

１月 ・計画策定   

２月  
・計画策定 ・計画策定 

・審議会からの答申 

 

一方で、 

・20-40 歳代でスポーツ活動の空白期が存在し、「意欲・関心」と「行動」のギャップが存在する。 

・スポーツ活動に向けた「時間」・ 「距離」・ 「情報」の壁が存在する。 

・支える人材の確保に向けた、大学と連携した学生・若者への期待の声がある。 

・中学校部活動の地域展開が、「地域の活性化」への期待につながっている。 

等の結果を踏まえ、課題解決に向けた施策展開を検討する必要がある。 
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東広島市教育委員会定例会 

令和８年５月 

（３）その他 

ア 次回教育委員会定例会の日程について（教育総務課） 

令和８年６月２６日（金）１０：００～（北館会議室２０１） 

令和８年７月  日（ ）  ：  ～（会議室  ） 

 


